
レモンの鮮度を測定する「イロドリ」

下は廃棄ロスを削減する流れ

　

レ

モ

ン

の

出

荷

作

業

。

段

ボ

ー

ル

箱

の

ふ

た

が

開

け

ら

れ

、

中

か

ら

レ

モ

ン

が

姿

を

現

す

。

色

つ

や

は

良

く

、

見

た

目

に

問

題

は

な

い

。

だ

が

、

見

た

目

は

き

れ

い

で

も

、

中

か

ら

突

然

傷

む

こ

と

が

あ

る

。

経

験

を

積

ん

で

も

そ

の

不

安

は

根

深

い

。

　

手

の

ひ

ら

サ

イ

ズ

の

小

型

機

器

。

レ

モ

ン

の

表

面

に

そ

っ

と

当

て

、

数

秒

待

つ

。

画

面

に

表

示

さ

れ

た

数

値

を

確

認

す

る

。

数

値

で

劣

化

の

時

期

を

予

測

す

る

。

機

器

は

、

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

企

業

、

Ｍ

ｉ

ｌ

ｋ

�

（

東

京

・

港

区

）

が

開

発

し

た

食

品

鮮

度

測

定

デ

バ

イ

ス

「

イ

ロ

ド

リ

」

だ

。

　

一

般

的

な

カ

メ

ラ

が

赤

・

緑

・

青

の

三

原

色

で

色

を

捉

え

る

の

に

対

し

、

食

品

の

状

態

変

化

を

捉

え

や

す

い

�

種

類

の

光

（

波

長

）

を

用

い

て

測

定

。

細

胞

内

の

色

素

分

子

の

変

化

を

解

析

す

る

こ

と

で

、

人

の

目

で

は

分

か

ら

な

い

鮮

度

や

劣

化

の

兆

し

を

数

値

と

し

て

示

す

。

長

年

、

勘

と

経

験

に

頼

っ

て

き

た

判

断

に

、

客

観

的

な

裏

付

け

が

加

わ

っ

た

。

　

技

術

の

基

盤

に

あ

る

の

は

、

宇

宙

開

発

や

医

療

分

野

で

活

用

さ

れ

て

き

た

ハ

イ

パ

ー

ス

ペ

ク

ト

ル

技

術

だ

。

同

社

の

事

業

ブ

ラ

ン

ド

「

イ

ン

ビ

ジ

ブ

ル

ワ

ー

ル

ド

」

は

、

ハ

イ

パ

ー

ス

ペ

ク

ト

ル

カ

メ

ラ

技

術

を

核

に

、

「

目

に

見

え

な

い

世

界

を

解

き

明

か

す

」

取

り

組

み

。

従

来

の

カ

メ

ラ

が

赤

・

緑

・

青

の

三

原

色

（

Ｒ

Ｇ

Ｂ

）

で

世

界

を

捉

え

る

の

に

対

し

、

同

社

の

技

術

は

最

大

１

４

１

の

波

長

情

報

を

取

得

で

き

る

点

が

特

長

だ

。

　

同

社

を

起

業

し

た

代

表

取

締

役

Ｃ

Ｅ

Ｏ

の

中

矢

大

弓

氏

は

こ

う

話

す

。

「

必

要

な

波

長

の

み

を

選

定

す

る

『

少

原

色

化

』

と

い

う

ア

プ

ロ

ー

チ

を

採

用

。

用

途

に

応

じ

て

波

長

を

絞

っ

た

『

ユ

ニ

ス

ペ

ク

ト

ル

カ

メ

ラ

』

を

開

発

す

る

こ

と

で

、

量

産

性

、

低

コ

ス

ト

を

実

現

し

た

」

。

　

中

矢

氏

は

、

高

校

卒

業

後

、

ア

メ

リ

カ

の

研

究

所

で

物

理

学

を

学

ぶ

。

「

が

ん

の

メ

カ

ニ

ズ

ム

を

物

理

的

に

解

明

し

た

い

」

と

考

え

、

８

年

前

よ

り

ハ

イ

パ

ー

ス

ス

ペ

ク

ト

ル

カ

メ

ラ

に

よ

る

が

ん

細

胞

研

究

を

北

里

大

学

と

開

始

。

約

�

件

の

学

術

成

果

と

特

許

２

件

を

取

得

し

、

Ｍ

ｉ

ｌ

ｋ

�

を

創

業

し

た

。

　

中

矢

氏

は

「

研

究

の

現

場

で

は

、

細

胞

な

ど

、

ほ

ん

の

わ

ず

か

な

色

の

違

い

が

、

生

死

を

分

け

る

判

断

材

料

に

な

る

。

そ

の

経

験

か

ら

、

農

業

や

食

品

の

現

場

で

も

見

え

な

い

情

報

を

可

視

化

す

れ

ば

無

駄

は

減

ら

せ

る

と

考

え

た

」

。

　

日

本

で

は

、

ま

だ

食

べ

ら

れ

る

食

品

が

年

間

約

五

百

万

㌧

廃

棄

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

多

く

は

流

通

や

小

売

の

現

場

で

生

じ

る

「

事

業

系

食

品

ロ

ス

」

だ

。

鮮

度

を

定

量

的

に

評

価

す

る

手

法

が

乏

し

く

、

「

念

の

た

め

」

「

安

全

側

で

」

と

い

う

判

断

が

過

剰

廃

棄

に

つ

な

が

っ

て

き

た

。

「

イ

ロ

ド

リ

」

は

、

そ

の

曖

昧

さ

を

埋

め

る

道

具

と

な

る

。

「

劣

化

し

や

す

い

食

品

は

早

め

に

流

通

さ

せ

、

鮮

度

が

保

て

る

も

の

は

消

費

期

限

を

延

ば

す

。

判

断

の

精

度

が

上

が

れ

ば

、

廃

棄

削

減

に

加

え

、

品

質

事

故

の

防

止

や

返

品

コ

ス

ト

の

低

減

も

期

待

で

き

る

」

と

中

矢

氏

。

　

こ

う

し

た

取

り

組

み

が

評

価

さ

れ

、

Ａ

ｇ

Ｖ

ｅ

ｎ

ｔ

ｕ

ｒ

ｅ

Ｌ

ａ

ｂ

（

ア

グ

ベ

ン

チ

ャ

ー

ラ

ボ

）

が

運

営

す

る

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

支

援

の

「

Ｊ

Ａ

ア

ク

セ

ラ

レ

ー

タ

ー

プ

ロ

グ

ラ

ム

」

に

採

択

さ

れ

た

。

果

実

や

精

肉

、

魚

介

類

に

加

え

、

土

壌

の

水

分

量

や

栄

養

状

態

の

測

定

な

ど

、

活

用

範

囲

は

広

が

り

つ

つ

あ

る

。

　

中

矢

氏

は

、

技

術

の

役

割

を

こ

う

位

置

づ

け

る

。

「

私

た

ち

の

技

術

は

、

経

験

や

勘

を

否

定

す

る

も

の

で

は

な

く

、

現

場

の

判

断

を

デ

ー

タ

で

裏

付

け

る

こ

と

で

、

迷

い

を

減

ら

し

、

次

の

世

代

へ

知

見

を

つ

な

ぐ

た

め

の

も

の

」

。

属

人

的

に

な

り

が

ち

な

判

断

を

補

完

し

、

人

手

不

足

も

解

消

し

、

生

産

性

向

上

を

図

り

、

持

続

可

能

な

現

場

づ

く

り

に

貢

献

し

た

い

と

い

う

。

　

Ｍ

ｉ

ｌ

ｋ

�

は

、

食

品

分

野

に

と

ど

ま

ら

ず

、

医

療

分

野

で

は

、

が

ん

の

早

期

診

断

を

目

指

す

研

究

を

進

め

て

い

る

。

細

胞

の

色

の

違

い

か

ら

「

が

ん

」

と

「

非

が

ん

」

を

識

別

す

る

技

術

で

、

医

療

機

器

と

し

て

の

実

用

化

に

向

け

た

デ

ー

タ

収

集

段

階

に

あ

る

。

宇

宙

分

野

で

は

人

工

衛

星

搭

載

用

カ

メ

ラ

の

開

発

、

イ

ン

フ

ラ

分

野

で

は

自

動

車

の

塗

膜

検

査

な

ど

に

も

技

術

を

応

用

す

る

。

　

レ

モ

ン

の

倉

庫

で

示

さ

れ

た

ひ

と

つ

の

数

値

。

単

な

る

測

定

結

果

で

は

な

い

。

そ

れ

は

現

場

の

判

断

を

支

え

、

無

駄

を

減

ら

し

、

選

択

肢

を

広

げ

る

新

し

い

基

準

だ

。

光

と

デ

ー

タ

に

よ

っ

て

「

見

え

な

い

」

を

「

判

断

で

き

る

」

に

変

え

る

試

み

は

、

食

品

ロ

ス

削

減

の

現

場

か

ら

、

社

会

の

意

思

決

定

の

あ

り

方

を

問

い

直

し

始

め

て

い

る

。

（

最

終

回

）


